
 

 
                        

 
 

2022 年 12 月 2 日 
関 係 各 位 

大和アセットマネジメント株式会社 
 

ドラッカー研究所スコアを活用した 

米国株アクティブファンドを設定 
― 「ミエナイチカラ」を見える化し“真の成長企業”を見極める ― 

 

 
大和証券グループの大和アセットマネジメント株式会社（本社:東京都千代田区、代表取

締役社長:小松 幹太、以下「当社」）は、ドラッカー研究所※１が算出するドラッカー研究所

スコア※２（以下「同スコア」）を用いた全く新しいタイプの投資信託「ドラッカー研究所米

国株ファンド（資産成長型）」（以下「当ファンド」）を 2022 年 12 月 20 日に設定いたしま

す。 

当社では、株式運用における企業評価の精度向上には従来の財務情報に加え、知的財産

などの「無形資産」の定量的な評価が欠かせないとの考えから、様々な調査研究を重ねて

まいりました。その解の一つが同スコアです。 



 

 
                        

 
 

 

同スコアは、経営学者のピーター・F・ドラッカー氏が提唱する「ステークホルダーを重
視した包括的な基本原則」を 5 つの領域「顧客満足」「従業員エンゲージメント・人材開
発」「イノベーション」「社会的責任」「財務力」に区分して企業ごとに測定しスコア化
したものです。企業の競争力の源泉が知的財産や人材などの無形資産にシフトしつつある
中、財務情報から取得することが難しい無形資産を定量的に捉えることができることから、
同スコアは成長企業の「ミエナイチカラ」を見える化する上で有効と考えています。 

当社は、同スコアを算出するドラッカー研究所と包括的な業務提携契約を締結し、日本
国内における独占使用権を取得いたしました。ドラッカー研究所と当社は、今後、日本版
スコアの共同開発に取組んでいきます。また、日本版スコアを活用した各種ファンドの開
発、なかでも革新的な日本株アクティブファンドの提供を目指すとともに、エンゲージメ
ント活動を通じて企業と対話を重ねていきます。 

大和アセットマネジメントは、受益者の皆様に良質なパフォーマンスを有するファンド
を提供することで、日本の無形資産の分析の発展や社会的責任の浸透の発展に貢献すべく、
取り組んでまいります。 

※１ ドラッカー研究所：ドラッカー研究所（米国、カリフォルニア州）は、組織力を高めて社会を強化することを使

命とするクレアモント大学院大学にある研究機関(https://www.drucker.institute/) 

※２ ドラッカー研究所スコア：ドラッカーの 5 つの原則にかかわる調査データに基づく米国企業のスコアリングを行

っている。過去数年にわたりウォールストリートジャーナルにて毎年 12月に公表している。現在では米国企業約

900社に対して付与されている。 

https://www.drucker.institute/


 

 
                        

 
 

 

1．ファンドの目的 

 

2．ファンドの特色 

 



 

 
                        

 
 

 



 

 
                        

 
 

 



 

 
                        

 
 

 

 



 

 
                        

 
 

 

3．投資リスク 

 



 

 
                        

 
 

4．ファンドの費用  

 

5．ご参考 

◆ 販売会社：木村証券、百五証券 



 

 
                        

 
 

 

◆ 受託会社：三井住友信託銀行 

6．その他 

くわしくは、「有価証券届出書」をご覧ください。また、「投資信託説明書（交付目論見書）」公
表後は当該交付目論見書も併せてご覧ください。 

 
以  上 



 

 
                        

 
 

 


